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 近年,家 電機器やセ ンサか ら構成 され るHome Network System(HNS)の 開発 が行 わ

れてい る.HNSの 利点は,複 数の家電をネ ッ トワーク経由で連携制御す ることで,高 付加

価値サー ビス を提供できるこ とである.た だ し,HNS連 携 サー ビスの開発 ・提供にあたっ

ては,そ のサー ビスがユーザや家財に対 して安全であることを保証 しな くてはな らない.

 本論文は,HNSの 連携サー ビスの安全性 を定義,抽 出,検 証す るための枠組み を提案 し

た.ま ず,HNSの 連携 サー ビスの安全性 を定式化す る方法を提案 した.提 案方法では,(1)

個々の家電に要求 される10cal safbty,(2)複 数 の家電の連携時 に要求 され るgloba1 safety,

(3)連携サー ビスを取 り巻 く環境 に対 して満たすべきenvironment safety,と い う3っ 観 点

か ら安全性 を定義 した.

 次に,要 求工学のアプ ローチを用いて,検 証可能な安全性性質(safety p roperty)を 系

統的 に抽 出す る方法を提案 した.具 体的には,4つ の レベルか ら成 るハザー ド解析モデル

(HNS・HAM)を 提案 した.与 えられたHNSモ デル についてHNS・HAMを 構築 し,可 能性

のあるハザー ドを分析す ることで,safety property集 合 とそれ らに付随す る操作が抽出で

きる.さ らに,HNS・HAMの 再利用性 を高めるために,一 般的なハザー ド・ｺン テキス ト

で利用可能 なハザー ドテ ンプ レー トの記法を提案 した.

 また,契 約 による設計(Design by Contract, DbC)を 用 いて安全性検証を行 う方法 を提

案 した.提 案方法では,各 オブジェク トが満たすべき性質をDbCに お ける契約の集合 と捉

え,プ ログラムテス ト時 に動的 に検証す る.プ ログラム実行時に投げ られる例外 として契

約違反 を検出す ることで,安 全性 が検証 できる.

 これ らの3つ の提案 により,HNSの 開発者 は,安 全なHNSサ ー ビス を設計 ・実装す る

ことが可能 となる.



一
(論文審査結果の要旨)

 一般家庭における生活の利便性や快適性を向上させるために,家 庭内の多数の家電機器

を連携 させ,高 付加価値なHNS連 携サー ビスを開発 ・提供 していくことは,近 い将来にお

ける重要な課題 である.そ のサービスの開発においては,家 庭内のユーザに対 して安全性

を保証す ることが必須 であるが,家 電機器 は多種多様 であ り,か つ,家 庭 ごとに固定 され

ていないために,保 証すべ き安全性 をどのよ うに定義す るかが課題であった.ま た,家 電

の連携時 の動作は複雑 であ り,周 囲の環境 に与 える影響 も複雑なため,安 全性 を系統的に

保証す るこ とも従来困難 であった.

 このような問題に対 し,本 論文では,HNS連 携サー ビスの安全性 を,個 々の家電 に要求

され る性質,連 携する複数 の家電 に要求 される性質,連 携サー ビス を取 り巻 く環境 に対 し

て満 たすべき性質,と い う3つ 性質に分 けてそれぞれ を定式化す る方法が提案 されている.

これによ り,多 種多様な要因が絡み合 うHNS連 携 サー ビスの安全性 を,見 通 しよく定式化

す ることが可能 となってい る.こ の成果は,当 該分野の基盤 となる技術 であ り,高 い学術

的価値が認 められ る.

 次 に,本 論文では,与 え られた家電機器,連 携 サー ビス,環 境か ら,定 式化すべ き安全

性性質 を抽 出する方法が提案 されている.提 案方法 では,安 全性が破 られる状況を,そ の

コンテ キス ト,状 態,オ ブジェク トの属性,オ ブジェク トのメソッ ドとい う4つ の レベル

でモデル化 し,そ の結果 に基づいて検証可能な安全性性質を導出す ることが可能 となって

いる.さ らに,導 出結果 を再利用可能 とす るためのモデル のテ ンプ レー トが提案 されてい

る.こ の成果は,新 規性,有 用性 ともに高い価値が認 め られる.

 さらに,本 論文では,HNS連 携サー ビス を構成す る各オブジェク トが満 たすべき性質 を

DbCに お ける契約の集合 と捉 え,プ ログラムテス ト時に投 げられ る例外 を検出することで

契約違反 を動的に検証す る方法が提案 されている.テ ス ト時に検証を行 うことで,各 家電

の動作についての厳密 なモデル化を行 うこ とな く連携サー ビスの安全性の検証が可能 とな

り,高 い実用性が認め られ る.

 以上の3つ の成果 によ り,従 来形式的に整理 し検証す ることが困難であったHNS連 携サ

ー ビスの安全性 を,各 家庭 の環境 に応 じて系統的に定式化 ・検証す ることが可能 となった.

これ らの研究成果は,一 般家庭における生活 の利便性 ・快適性の向上に貢献 し,ま た,当

該領域の学術研究の発展に大 きく貢献す るものであ り,論 文は博士(工 学)論 文 として価

値 あるもの と認める.


